
自
家
用
車
中
心
の
交
通
政
策
が
つ
づ
き
、
路
線
バ
ス

の
撤
退
な
ど
が
進
む
中
、
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
公
共

交
通
の
充
実
を
求
め
る
声
が
強
ま
っ
て
い
ま
す
。
高
齢

化
が
進
行
す
る
中
で
、
通
院
や
買
い
物
と
い
う
日
常
生

活
を
支
え
る
た
め
に
も
公
共
交
通
の
充
実
は
不
可
欠
で

す
。市

で
は
「
公
共
交
通
総
合
連
携
計
画
（
素
案
）
」
を

と
り
ま
と
め
、
２
月
６
日
、
議
会
の
交
通
対
策
特
別
委

員
会
で
説
明
・
意
見
交
換
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
計

画
案
で
は
、
地
域
公
共
交
通
の
活
性
化
及
び
再
生
は
喫

緊
の
課
題
だ
と
し
て
、
計
画
策
定
に
あ
た
っ
て
市
民
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で

は
、
鉄
道
の
満
足
度
は
高
い
が
、
バ
ス
に
つ
い
て
は
、

半
数
以
上
が
不
便
と
答
え
る
な
ど
、
切
実
な
市
民
の
願

い
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

公
共
交
通
の
維
持
・
活
性
化
に
つ
い
て
は
、
地
域
の

協
議
会
設
置
や
一
定
の
負
担
に
も
多
数
が
協
力
的
と
の

集
計
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

二
月
六
日
に
お
こ
な
わ
れ
た
地
域
活
性
化
・
観
光
振

興
特
別
委
員
会
で
は
、
膳
所
駅
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置

な
ど
バ
リ
ア
ー
フ
リ
ー
化
と
周
辺
整
備
計
画
に
つ
い
て

視
察
・
調
査
を
し
ま
し
た
。
駅
を
橋
上
化
し
駅
南
北
の

道
路
と
つ
な
げ
る
予
定
で
、
二
〇
一
二
年
度
の
工
事
着

手
を
め
ざ
し
ま
す
が
、
現
在
の
駅
を
使
い
な
が
ら
の
工

事
と
な
る
た
め
、
少
な
く
と
も
二
〇
億
円
以
上
か
か
る

見
込
み
で
す
。

ま
た
、
現
在
び
わ
湖
ホ
ー
ル
の
隣
に
建
設
さ
れ
て
い

る
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
な
ど
の
テ
ナ
ン
ト
ミ
ッ
ク
ス
に
つ

い
て
も
三
月
末
に
完
成
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
あ
わ
せ

て
視
察
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

膳
所
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
や
周
辺
の
整
備
に
関
し

て
は
日
本
共
産
党
議
員
団
も
、
八
木
修
市
議
な
ど
が
、

か
ね
て
か
ら
地
域
住
民
の
要
望
と
し
て
早
急
に
行
う
よ

う
取
り
上
げ
て
き
ま
し
た
。
今
回
具
体
化
が
進
ん
で
き

た
こ
と
は
、
大
き
な
前
進
で
す
が
、
市
民
負
担
を
で
き

る
だ
け
少
な
く
す
る
よ
う
Ｊ
Ｒ
の
事
業
者
負
担
や
国
庫

負
担
を
増
や
す
よ
う
ひ
き
つ
づ
き
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。
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県
下
の
ほ
と
ん
ど
の
自
治
体
で
は
、
バ
ス
の
運
行
に

責
任
を
持
ち
、
補
助
を
お
こ
な
う
な
ど
し
て
い
ま
す
。

（
実
施
し
て
い
な
い
の
は
３
自
治
体
）
大
津
市
は
計
画

は
策
定
す
る
も
の
の
、
市
が
実
施
す
る
の
は
、
住
民
の

啓
発
や
協
議
、
関
連
施
設
の
整
備
な
ど
に
限
定
し
、
バ

ス
の
運
行
な
ど
は
あ
く
ま
で
も
民
間
事
業
者
ま
か
せ
と

い
う
姿
勢
で
す
。

日
本
共
産
党
大
津
市
会

議
員
団
は
、
市
民
の
交
通

権
を
保
障
す
る
た
め
、
巡

回
バ
ス
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
の
運
行
を
大
津
市
で

も
実
施
す
る
よ
う
、
市
民

の
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
運

動
を
お
こ
な
う
と
と
も

に
、
市
内
の
ど
こ
に
住
ん

で
い
て
も
、
便
利
に
暮
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
た
め
に
、
引
き
続
き
が

ん
ば
り
ま
す
。

①
鉄
道
駅
を
中
心
と
し
た
公
共

交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
維
持
・

活
性
化
、
②
高
齢
化
社
会
に
対

応
し
た
、
日
常
生
活
（
買
い
物

・
通
院
）
を
支
え
る
バ
ス
等
の

地
域
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
維
持
活
性
化
策
を
お
こ
な
う

と
し
て
い
ま
す
。

２月２３日から２月議会開会。市民の願い実現へ奮闘する
日本共産党市議団へご意見・ご要望をお寄せください

１月２４日、大津市の介護をよくする会の主

催で｢介護保険学習懇談会」が行われました。

市の介護保険担当課から課長をはじめ3人の職

員が出席し、見直しが進められている４月から

の大津市の介護事業について説明をうけたあ

と、参加した４０名の介護従事者から介護現場

で抱えている問題や要望などが出されました｡

限度額の枠により必要な介護を受けることが

出来ない例、必要な介護用具がレンタルの対象

にならないため購入する負担が大きいこと、認

知症が進んでいるのに介護度の認定が軽度とさ

れて必要な介護を受けることが出来ず苦しんで

いる利用者など、生々しい実例が報告されまし

た｡また介護事業所の多くが国の介護費用削減

政策により赤字経営を余儀なくされています｡

参加した私は、国に対しては利用者本位の制

度の充実を求めること、大津市においては柔軟

で実情に即した介護施策が大切なことを痛感し

ました。 （佐々木市議）

介護保険見直しの年


